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英国・韓国・ニュージーランドの初等中等教育における 
コンピュータサイエンス教育のカリキュラムの体系に関する整理 

 

小田理代 1 登本洋子 2 堀田龍也 1 
 

概要：本研究では，日本における初等中等教育のコンピュータサイエンス（CS）教育の体系的な指導の参考とするた
め Cohen et al. [23]の手順を参照し，英国，韓国，ニュージーランドの情報教育のカリキュラムに含まれる CSの概念
を整理した．その結果，（1）3カ国に共通して全学校種で記述が見られた CSの概念，（2）3カ国に共通して学校種に
よる段階的な記述が見られた CSの概念，（3）3カ国で記述の有無にばらつきがあったり，記述が見られなかったりし
た CSの概念の 3種類が存在することが確認できた．さらに，（1）と（2）に該当した 8つのサブ概念，「ハードウェ
アとソフトウェア」「アルゴリズム」「変数」「制御構造」「プログラム開発」「文化」「社会の影響」「安全，法律，倫理」

の記述内容から，学習の順序や難易度の変化など 3カ国に共通する，各教育段階における体系の特徴を明らかにした． 
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Abstract: In this study, we investigated the Computer Science (CS) concepts in the curricula of informatics education in the UK, 
Korea, and New Zealand in order to gain meaningful insights for teaching based on the coherence CS education curricula, through 
the content analysis procedure by Cohen et al. [23]. As a result, three types of CS concepts were found: (1) CS concepts that were 
common to all three countries and were described in all school types, (2) CS concepts that were common to all three countries and 
were described in stages according to school types, and (3) CS concepts that were described in different ways or were not described 
in all three countries. Furthermore, we illustrated characteristics of sequence structure of CS concepts at each educational stage, 
such as the order of learning and changes in the level of difficulty, from the descriptions of eight CS concepts: hardware and 
software, algorithms, variables, control, program development, culture, social interactions, and safety, law, and ethics. 
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1. はじめに 

1.1 研究の背景と目的 * 

 2020 年度から順次施行されている新学習指導要領では

プログラミング教育の充実が図られることとなった．プロ

グラミング教育は小学校では教科等横断的に導入され，算

数，理科，総合的な学習の時間の中でプログラミングに関

する学習が例示された．中学校では技術・家庭科の技術分

野「D 情報の技術」で，現在の「計測・制御のプログラミ

ング」に，「ネットワークを利用した双方向性のあるコンテ

ンツのプログラミング」が追加され，プログラミングに関

する内容が増加した．高等学校の情報科では共通必履修科

目として「情報Ⅰ」が新設され，全ての高校生がプログラ

ミングを学ぶことになった． 
 プログラミング教育は，プログラミングやアルゴリズム，

 
* 1 東北大学大学院情報科学研究科   
   Graduate School of Information Sciences, Tohoku University   
  2 桐蔭学園高等学校   
   Toin Gakuen High School   

ネットワークなど CS の概念を学ぶため，CS 教育の一部と

捉えることができる[1]． 
 CS は数学や理科などと同じく，厳格な教科としての学問

であるという主張は，これまでアメリカやヨーロッパを中

心に行われてきた [1][2][3][4]．その根拠として，CS は独自

の学問体系としての概念，理論，原理，方法が存在するこ

とが挙げられている [1][4]．The Royal Society [1]は，厳格

な学問である CS は，コンピュータがあらゆる分野に広ま

りつつある現代社会において，新たな世の中の見方・考え

方を与えるという認識の下に，初等教育段階から CS 教育

を取り入れる必要性を主張している．これに関連して，

Computing at School Working Group [5]は初等中等教育の体

系的な CS カリキュラムの必要性を主張している． 
 諸外国の CS 教育の体系に関する研究では，英国，オー

ストラリア，米国の情報教育カリキュラムを調査し，初等
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中等教育における学習内容の有無を整理した研究 [6]，英

国と米国の情報教育カリキュラムを整理した研究 [7]，日

本に先行して CS 教育を初等中等教育で導入している 11 カ

国のカリキュラムを対象に CS の概念や実践の有無を調査

した研究 [8]がある．日本の CS 教育の体系に関する研究で

は，情報教育に関する各国の学習内容を示し日本の初等中

等教育における情報教育の体系を提案した研究 [9]，初等

教育においてプログラミング教育で育成する資質能力を整

理し，導入可能な単元を調査した研究 [10]，初等中等教育，

高等教育における情報教育の教育指針を示した報告[11]，
初等中等教育の学習内容と大学・社会人に求められる情報

技術の基本的な知識・技能等を，CS の観点から整理・分析

した研究 [12]がある． 
 日本の初等中等教育の CS 教育の体系的な指導に向けて

は，既に先行している諸外国の CS 教育のカリキュラムの

体系に関する研究なども参考に，さらなる研究が必要であ

ると考えられる．そこで本研究では，日本における初等中

等教育の CS 教育の体系的な指導の参考とするために，諸

外国におけるカリキュラムの体系の特徴を明らかにするこ

とを目的とする．具体的には，初等中等教育で日本に先行

して CS 教育を導入している英国，韓国，ニュージーラン

ド（以下，NZ）の情報教育のカリキュラムに含まれる CS
の概念を整理する． 
 なお，本研究では教育制度の異なる複数の国のカリキュ

ラムについて述べるために，便宜的に，カリキュラムの区

切りを基準として，表 1 の教育段階に分類する． 
表 1 教育段階とカリキュラムの区切り 

教育段階 英国 韓国 NZ 

初等教育

前期 
第 1・2 学年 CS 教育なし 第 1 学年か

ら第 3 学年 

初等教育

後期 
第 3 学年か

ら第 6 学年 
第 5・6 学年 第 4 学年か

ら第 6 学年 

中等教育

前期 
第 7 学年か

ら第 9 学年 
第 7 から第 9
学年 

第 7・8 学年 

中等教育

後期 
第 10 学年か

ら第 11 学年 
第 10 学年か

ら第 12 学年 
第 9 学年か

ら第 13 学年 

 
1.2 考察の観点 
 質の高いカリキュラムの特徴として，Ediger [13]，Maker  
[14]はスコープ（範囲）とシークエンス（順序）の観点を取

り入れて設計されていることを挙げている．スコープ（範

囲）は，ある地点（例えば学年）における学習内容の幅を

指す．シークエンス（順序）は学習内容の順序であり，児

童生徒の発達段階や，学習内容の難易度によって決まる 
[15]．質の高い CS に関する教育を行うためには，スコープ

（範囲）とシークエンス（順序）を取り入れたカリキュラ

ムの設計が必要であるといえる．よって，本研究では，分

析の観点としてスコープ（範囲）とシークエンス（順序）

を用いることとした． 

2. 研究方法 

2.1 考察のための枠組み 
 カリキュラムを考察するための枠組みとして K-12 
Computer Science Framework [16]を用いることとした．K-12 
Computer Science Framework には CS の概念（5 つのコア概

念と 17 のサブ概念）と実践（7 の実践と 23 の「高校卒業

までに生徒ができるようになること」）が含まれる．これは

初等中等教育段階の児童・生徒を対象とした CS の基本的

なリテラシー（a baseline literacy for all students）として知っ

ておくべき CS の学習領域を示したものである．児童・生

徒が CS の知識を覚えるだけでなく，それを使いこなせる

よう CS の概念と実践を組み合わせて学習することが推奨

されている．米国で作成された枠組みではあるものの，英

国（イングランド），ドイツ，ポーランド，NZ など幅広い

国のカリキュラムを参照して作成されていること，過去の

豊富な CS 教育の研究と実践に基づいたものであることか

ら日本の状況にも適用できると考えた． 
2.2 調査対象の選定 
 小田ら [8]は「初等中等教育において，日本に先行して

CS 教育を導入している」「全国レベルで実施している（地

域や学校の裁量が大きい国を除く）」という 2 条件に該当

する 11 カ国を調査した．その結果，オーストラリア，英国，

フランス，香港，韓国，NZ，ポーランド，ポルトガルにつ

いては，初等中等教育段階で，K-12 Computer Science 
Framework で定義されている CS の概念と実践の記述が学

校種により段階的に記述が見られること，全てのコア概念

でいずれかのサブ概念の記述が見られること，CS の実践

の，23 の「高校卒業までに生徒ができるようになること」

に関する記述が少なすぎず見られることを報告している．

本研究では，この 8 カ国の中から，英国，韓国，NZ を調査

対象とした．英国は，他の国に先駆けて CS 教育を初等教

育段階から導入し，その実践は多くの論文や資料で参照さ

れている．韓国は日本と似た教育制度を持っている．NZ は

CS の概念だけでなく実践の記述が他の国よりもより多か

った．以上の理由から，3 カ国のカリキュラムは，今後，日

本の CS 教育を検討する上で参考になると考えた． 
 さらに英国，韓国，NZ において，CS 教育を導入してい

る教科を教育省やそれに準ずる機関による情報，論文など

から特定した．その結果，英国は教科「Computing」 [17] [18]，
韓国は小学校では，教科「実科（家庭科・技術）」（第 5・6
学年）[19]，中学校，高等学校では教科「情報」（高等学校

では選択教科）[20][21]，NZ では教科「技術」（第 11 学年

から 13 学年は選択教科）[22]のカリキュラムを調査対象と

することとした． 
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2.3 調査方法 
 Cohen et al. [23]の手順を参照し，内容分析の手順に基づ

いてコーディングを行った． 
手順 1. 分析する文章の分割 
 調査対象の文章を一文ずつ句点で区切り，区切った内容

を意味が把握できる単位に分割した．例えば，英国のカリ

キュラムでは，「2 つ以上のプログラミング言語（少なくと

も 1 つはテキスト言語）を使用して，さまざまな計算問題

を解決する，データ構造（リスト，テーブル，配列など）

を適切に利用する，プロシージャや関数を使用するモジュ

ール式プログラムを設計・開発する」（英国・第 7 学年から

9 学年）の記述が見られた．これを「2 つ以上のプログラミ

ング言語（少なくとも 1 つはテキスト言語）を使用して，

さまざまな計算問題を解決する，／データ構造（リスト，

テーブル，配列など）を適切に利用する，／プロシージャ

や関数を使用するモジュール式プログラムを設計・開発す

る」のように，3 文に斜線の位置で分割した． 

手順 2. 分割した文章のコーディング 
 分割した文章を，K-12 Computer Science Framework の CS
の概念（17 のサブ概念）にコーディングを行った．具体的

には，まず，表 2 に示す各サブ概念を対象に「デバイス」

は【D】，「ハードウェアとソフトウェア」は【H】など，記

号を定めた（表 2 参照）．次に，K-12 Computer Science 

Framework のサブ概念の定義を参照しながら，そのサブ概

念の定義とカリキュラムの内容を照らし合わせて，概念に

当てはまると判断した場合は手順 1 で分割した文章の直後

に【D】や【H】などの記号を付した．例えば手順 1 の英国

の例では「2 つ以上のプログラミング言語（少なくとも 1
つはテキスト言語）を使用して，さまざまな計算問題を解

決する【P】，データ構造（リスト，テーブル，配列など）

を適切に利用する【V】，プロシージャや関数を使用するモ

ジュール式プログラムを設計・開発する【M】」とした． 
 なお，分割した文章の中で，K-12 Computer Science 
Framework のサブ概念の定義と照らし合わせて，内容が該

当しない文章にはコーディングを行わなかった．また，分

割された 1 文に複数のサブ概念が含まれる場合は，それぞ

れコーディングを行った． 
手順 3. コーディング内容の適切さの確認 
 分類の信頼性の担保に留意して，第一著者が分類を行い，

高等学校の情報科の教員である第二著者がその妥当性を確

認した．意見の相違があれば，意見が一致するまで協議を

行い，分類内容を決定した. 

3. 結果と考察 

3.1 スコープ（範囲） 
 3 カ国における学年別の，CS の概念の記述の有無を表 2

表 2 CS の概念の記述有無 

●：必修教科 ○：選択教科 グレー：初等中等教育に記述が見られる場合 
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に示す．学年ごとに各サブ概念に調査対象が 1 件でもコー

ディングされた場合，「●」（必修教科）または「○」（選択

教科）を記した．CS 教育に先進的な国々で共通していたり，

違いが出たりする CS の概念を見出すことが，日本の CS 教

育の学習内容を検討する上で役立つと考え，3 カ国の共通

点と違いに着目する． 
(1) 3 カ国に共通して全学校種で記述が見られた CS の概
念 
 初等中等教育段階で，継続して記述が見られたのは，「ハ

ードウェアとソフトウェア」「アルゴリズム」「プログラム

開発」だった．これらのサブ概念は 3 カ国共通して，初等

中等教育を通した学習が行われていることがうかがわれた． 
(2) 3 カ国に共通して学校種による段階的な記述が見られ
た CSの概念 
 「変数」「制御構造」「文化」「社会の影響」「安全，法律，

倫理」は，3 カ国とも学校種により段階的な記述が見られ

た．例えば，英国では「変数」は初等中等教育段階で，継

続して記述が見られたが，「制御構造」は初等教育段階のみ

に見られた．一方 NZ は，「制御構造」が初等中等教育段階

で，継続して記述が見られたが，「変数」は中等教育段階に

見られた．また，英国では「安全，法律，倫理」は初等中

等教育段階で，継続して記述が見られたが，「文化」「社会

の影響」は初等教育段階のみに記述が見られた．一方 NZ
は，「文化」「社会の影響」は初等中等教育段階で，継続し

て記述が見られたが，「安全，法律，倫理」は中等教育段階

に記述が見られた．韓国はいずれのサブ概念も初等中等教

育段階で記述されていた． 
 これらの結果から，これらのサブ概念は学校種により段

階的に学習が開始されることがうかがえる． 
(3) 3 カ国で記述の有無にばらつきがあったり，記述が見
られなかったりした CSの概念 
 サブ概念の「デバイス」「トラブルシューティング」「サ

イバーセキュリティ」「モジュール」は英国で，中等教育段

階のみに記述が見られた．「ネットワーク通信とその仕組み」

「蓄積」については初等教育段階に記述が見られる場合も

あった．「推論とモデル」については 1 カ国も記述が見られ

なかった．これらのサブ概念は，国により，指導が行われ

ていなかったり，体系的に指導が行われていなかったりす

る可能性が考えられる． 
3.2 シークエンス（順序） 
 3 カ国における学年別の，CS の概念の記述内容を表 3，
4，5 に示す．また，シークエンス（順序）を確認するため

に，初等中等教育段階で，継続して記述が見られた「ハー

ドウェアとソフトウェア」「アルゴリズム」「プログラム開

発」，および学校種により段階的に記述が見られた，「変数」

「制御構造」「文化」「社会の影響」「安全，法律，倫理」を

対象として，以下に，記述内容を示す． 
(1) 「ハードウェアとソフトウェア」 

初等教育前期における記述には「システムの入出力を識

別でき」（NZ・第 1 から第 3 学年）等が見られた．初等教

育後期における記述には，「物理システムの制御」（英国・

第 3 から第 6 学年），「各種センサーを搭載したロボットを

作る」（韓国・第 5・6 学年），「単純な入力，処理，出力シ

ステムにおけるコンポーネントの役割と，それらがどう連

携して動作するかを識別」（NZ・第 5 から第 8 学年）等が

見られた．英国と韓国はプログラムと組み合わせた計測制

御に関する活動が見られ，NZ は制御構造そのものの理解

を深める内容が見られた． 
 中等教育前期における記述には，「コンピュータシステム

内で命令がどのように保存され，実行されるかを理解する」

（英国・第 7 から第 9 学年），「コンピューティングシステ

ムにおけるハードウェアとソフトウェアの役割を理解し，

有機的な相互関係を分析する」（韓国・第 7 から第 9 学年），

「デジタル機器が 2 進数（bits）で表される 2 つの状態だけ

を使いデータを保存していることを理解する」（NZ・第 7・
8 学年）等が見られた．中等教育後期における記述には，

「オペレーションシステム（OS）を使用して，コンピュー

タのリソースを効率的に管理する」（韓国・第 10 から第 12
学年），「様々なメディアタイプの圧縮符号化の概念」（NZ・
第 11 学年）等が見られた． 
 この結果から，「ハードウェアとソフトウェア」は，初等

教育段階では，ハードウェアやソフトウェアの認識に関す

る学習から始まり，プログラミングなどと組み合わせて体

験的な学習が行われていた．また，中等教育段階では，2 進

数，OS，ソフトウェアとハードウェアの相互関係などに学

習内容が広がり，その理解に関する学習が中心であった． 
(2) 「アルゴリズム」 
 初等教育前期における記述には，「正確で明確な指示に従

いプログラムが実行されていることを理解する」（英国・第

1・2 学年），「単純なタスクを，正確で明確なステップバイ

ステップの指示に分解する」（NZ・第 1 から第 3 学年）等

が見られた．初等教育後期における記述には，「アルゴリズ

ムやプログラムのエラーを検出して修正したりする」（英

国・第 3 から第 6 学年），「問題解決の手順を手順思考で考

え，応用する」（韓国・第 5・6 学年），「簡単なアルゴリズ

ムを与え，従い，デバッグする」（NZ・第 4 から第 6 学年）

等が見られた． 
 中等教育前期における記述には，「計算的思考を反映した

いくつかの主要なアルゴリズム（例えば，ソートや検索な

ど）を理解する」（英国・第 7 から第 9 学年），「問題解決の

ための様々な方法や手順を探り，明確にする」（韓国・第 7
から 9 学年），「同じ問題に対して複数のアルゴリズムが存

在し得ることを理解する（NZ・第 7・8 学年）等が見られ

た．中等教育後期における記述には，「アルゴリズムの効率

性を評価する」（NZ・第 9・10 学年），「性能とストレージ

要件のトレードオフと様々なアルゴリズムへの適合性の観
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点から評価する」（NZ・第 12 学年），「論理的かつ効率的な

アルゴリズムを設計する」（韓国・第 10 から第 12 学年）等

が見られた． 
 この結果から，「アルゴリズム」は，初等教育段階ではア

ルゴリズムの定義や命令を分解したりする学習から始まり，

学年が上がるにつれてアルゴリズムを作成したり，プログ

ラミングに結びつけるなど体験的な学習が行われていた．

また，中等教育段階では，プログラミングと関連しつつ基

礎的なアルゴリズムから高度なアルゴリズムまでの学習が

行われていた． 
(3) 「変数」「制御構造」「プログラム開発」 
 記述内容に複数のサブ概念が含まれているため，該当す

る記号も併せて示す．初等教育前期における記述には，「簡

単なプログラムを作成してデバッグする【P】」（英国・第 1・

2 学年）等が見られた．初等教育後期における記述には，

「プログラムで【P】順次，選択，繰り返しを使用する【C】，
変数や様々な形式の入出力を扱う【V】」（英国・第 3 から

第 6 学年），「問題解決のためのプログラム作成において【P】，
逐次，選択，反復の構造を理解している【C】」「データを入

力し，必要な処理を行い，結果を出力する【V】シンプルな

プログラムを設計する【P】」（韓国・第 5・6 学年），「出力

や順序（命令を次々に出す）を含む【C】簡単なプログラム

を作成する【P】」（NZ・第 4 から第 6 学年）等が見られた． 
 中等教育前期における記述には，「2 つ以上のプログラミ

ング言語（少なくとも 1 つはテキスト言語）を使用して，

さまざまな計算問題を解決する【P】，データ構造（リスト，

テーブル，配列など）を適切に利用する【V】」（英国・第 7
から第 9 学年），「変数の概念を理解し，変数と演算子を使

表 3 CS の概念の記述内容（初等教育） 

●：必修教科（◎再掲） 下線は文書の一部がコーディングの記号を表す場合に記した． 
． 
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った【V】プログラムを書く【P】」「順次，選択，繰り返し

の概念と原理を理解し，3 つの構造を使った【C】プログラ

ムを書く【P】」（韓国・第 7 から 9 学年），「入力，出力【V】，

順次，反復（アルゴリズムの一部をループで繰り返す）【C】
を使用する単純なプログラムを開発し，デバグする【P】」
（NZ・第 7・8 学年）等が見られた．中等教育後期におけ

る記述には，「配列の概念を理解し【V】，それを利用したプ

ログラムを書く【P】」「関数の概念を理解し【C】，それを利

用したプログラムを書く【P】」（韓国・第 10 から第 12 学

年），「入力，出力【V】，順次，比較演算子を用いた基本的

な選択，反復【C】を用いたプログラムを作成することで，

アルゴリズムを実行する【P】」（NZ・第 9・10 学年）等が

見られた． 
 これらの結果から，「変数」「制御構造」「プログラム開発」

は，初等教育段階ではまず，プログラミングの体験から始

まり，学年が上がるにつれて，順次，選択，繰り返しや変

数とプログラミングを組み合わせた学習が行われていた．

また，中等教育段階では，学習内容が，データ構造，配列，

関数などの組み合わせへと変化することで，プログラミン

グの学習が高度になっていた． 
(4) 「文化」「社会の影響」「安全，法律，倫理」 
 記述内容に複数のサブ概念が含まれているため，該当す

表 4  CS の概念の記述内容（中等教育前期，NZ のみ便宜的に第 9・10 学年を併記） 

●：必修教科（◎再掲） 下線は文書の一部がコーディングの記号を表す場合に記した． 
． 
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る記号も併せて示す．初等教育前期における記述には，「学

校以外での情報技術の一般的な使用を認識する【Cu】【So】」
「個人情報を非公開にする【Sa】」（英国・第 1・2 学年），

「デジタルデバイスとその目的を特定し，それを人間が作

っていることを理解する【Cu】」（NZ・第 1 から第 4 学年），

初等教育後期における記述には，「受け入れられる行動とそ

うでない行動を見極める【Sa】」（英国・第 3 から第 6 学年），

「サイバー中毒予防，プライバシー保護，知的財産保護の

意味を知り，生活の中で実践する【Sa】」「生活においてロ

ボットの活用を通し動作原理や応用分野を理解する【Cu】」
（韓国・第 5・6 学年），「デジタルデバイスが人間や社会に

影響を与え，デバイスとその影響の両方が時間の経過とと

●：必修教科 ○：選択教科（◎再掲） 下線は文書の一部がコーディングの記号を表す場合に記した． 
． 
 

表 5  CS の概念の記述内容（中等教育後期，NZ のみ便宜的に第 11 から 13 学年のみ記載） 
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もに変化することを理解する【Cu】【So】」（NZ・第 4 から

第 6 学年）等が見られた． 
 中等教育前期における記述には，「オンライン上での ID
と個人情報の保護【Sa】」（英国・第 7 から 9 学年），「情報

技術開発やソフトウェアが個人の生活や社会に与える影響

や価値を分析し【Cu】，仕事の特徴を理解することで，自分

の適性に合ったキャリアを検討する【So】」「プライバシー

保護と著作権保護を実践する【Sa】」（韓国・第 7 から第 9
学年），「デジタルデバイスが人間や社会に影響を与え，デ

バイスと影響の両方が時間の経過とともに変化することを

理解する【Cu】【So】」（NZ・第 5 から第 8 学年）等が見ら

れた．中等教育後期における記述には，「オンラインでのプ

ライバシーや ID を保護するための新たな方法【Sa】」（英

国・第 11・12 学年），「コンピューティング技術の役割と重

要性を理解する【Cu】」「ソフトウェアの著作権保護システ

ムや方法を正しく知って使用する【Sa】」（韓国・第 10 から

第 12 学年），「真正な文脈で，定義されたプロセスに従っ

て，直接的な社会的【Cu】【So】，倫理的，利用者への配慮

を考慮しながら【Sa】」（NZ・第 9・10 学年）等が見られた． 
 これらの結果から，「文化」「社会の影響」「安全，法律，

倫理」は，初等教育段階では自身の個人情報の保護の実践

やコンピュータと人や生活との関係性などの学習から始ま

っていた．また，中等教育段階では個人情報の保護に加え

て，著作権やインターネット依存症などの内容についても

学習し，学習した内容を，制作物に対して応用するなど，

対象に広がりが見られた． 

4. おわりに 

 本研究では，日本における初等中等教育の CS 教育の体

系的な指導の参考とするため Cohen et al. [23]の手順を参照

し，英国，韓国，NZ の情報教育のカリキュラムに含まれる

CS の概念を整理した． 
 その結果，スコープ（範囲）の観点では，（1）3 カ国に共

通して全学校種で記述が見られた概念，（2）3 カ国に共通

して学校種による段階的な記述が見られた概念，（3）3 カ

国で記述の有無にばらつきがあったり，記述が見られなか

ったりした概念の 3 種類が存在することが明らかになった．

またシークエンス（順序）の観点では，スコープ（範囲）

で（1）と（2）に該当した，8 つのサブ概念「ハードウェア

とソフトウェア」「アルゴリズム」「変数」「制御構造」「プ

ログラム開発」「文化」「社会の影響」「安全，法律，倫理」

の記述内容から，学習の順序や，難易度の変化など 3 カ国

に共通する，各教育段階における体系の特徴が明らかにな

った． 
 今後は，3 カ国の教育政策やその中での情報教育の位置

付け，実践についても調査を行い，日本の初等中等教育に

おける CS 教育の体系的な指導に役立てるための示唆を得

たい． 
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